
化学肥料を削減した茶園のうね間マルチ栽培技術

化学肥料を削減した茶園のうね間マルチ栽培(40kgN/10a･年､化学肥料20kg［要約］

N)は、慣行施肥(70kgN/10a･年)、標準のマルチ栽培(40kgN/10a・年､化学肥料33kgN)

と同等の収量・品質が得られる。また、溶脱する硝酸性窒素濃度は慣行施肥より大

幅に低下するが、標準のマルチ栽培よりやや高く推移する。
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［背景・ねらい］

茶園のうね間に生分解性マルチを敷設するうね間マルチ栽培は、窒素施肥量の削減と硝

酸性窒素の溶脱抑制に有効であるものの、被覆肥料を主体としているため化学肥料の割合

が高い。そこで、「環境こだわり農産物認証基準」の達成に向けて、化学肥料を削減した

うね間マルチ栽培について検討する。

［成果の内容・特徴］

①うね間マルチ栽培は、春肥（２月下旬）に１年分の肥料（40kgN/10a）を一括施用し、

うね間に生分解性マルチを敷設する施肥法である。化学肥料を削減したうね間マルチ栽

培（マルチ減化学肥料）は、従来のマルチ栽培（マルチ標準施肥）で使用する被覆肥料

や硫安を有機質肥料で代替し、33kgN/10aであった化学肥料の使用を「環境こだわり農

産物認証基準」以下の20kgN/10aとする（表１、写真）。

②マルチ減化学肥料では、マルチ標準施肥や慣行施肥（70kgN/10a）と同等の生葉収量が

得られ、品質も同等である（表２）。

③マルチ減化学肥料の土壌中無機態窒素量は年間通じて慣行施肥より高く維持される。ま

た、溶脱する硝酸性窒素濃度は年間通じて慣行施肥よりも大幅に低下する（図１）。

④一方、マルチ標準施肥と比較すると、マルチ減化学肥料の土壌中無機態窒素量はほぼ同

水準で推移するものの、溶脱する硝酸性窒素濃度はやや高く推移する（図２）。

［成果の活用面・留意点］

①収量・品質は、所内で試験開始２年目、現地茶園で試験開始当年の結果である。

②いずれの施肥方法も肥料費（生分解性マルチを含む）はほぼ同等で、年間54,000～57,0

00円/10aである。

③マルチ敷設に利用するマルチ敷設機は、傾斜地茶園の谷側で培土が不十分になるなどの

問題点がみられる。現在、培土機能の向上などに向けて改良中である。



［具体的なデータ］

表１ 施肥方法の概要

写真 マルチ敷設

表２ うね間マルチ栽培と慣行施肥における収量および品質（2006年）

図１ 化学肥料を削減したうね間マルチ栽培と慣行施肥における土壌中無機態窒素量
および溶脱硝酸性窒素濃度の推移（2005～2006年：所内）

注) 溶脱硝酸性窒素濃度は地下70cmの土壌溶液濃度による推定値。

図２ 化学肥料を削減したマルチ栽培と標準のマルチ栽培における土壌中無機態窒素量
および溶脱硝酸性窒素濃度の推移（2006年：現地茶園）

注) 溶脱硝酸性窒素濃度は地下70cmの土壌溶液濃度による推定値。
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